
１．はじめに

本稿は、明治時代になってから出版された芸談のうち、幕末生まれから大正生まれまでの
歌舞伎俳優と新派の俳優（男性俳優のみ）がまとめたものを一覧する注１。歌舞伎俳優による
芸談は、江戸時代にも見られたが、多くは明治時代になってから出版された注２。演劇評論家
である藤田洋（元『演劇界』編集長）は、藤田（１９７１、p．２４７）の中で、明治になり、歌舞
伎が古典劇として定着し、その型を伝えるために芸談がまとめられるようになったと述べて
いる。

芸談とは「芸道に関する話。主として芸の秘訣や苦心談をいう」（『大辞林第４版』・２０１６・
三省堂）。藤田（１９７１、p．２４６）によれば、「資料が乏しい関係上、芸談的要素が若干でも含
まれているものまで入れて総称することが多いが、実際には、本人の自筆であるか、口述で
あるか、あるいは後年記述した覚え書であるかを問わず、芸をつかさどる者の舞
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の意見
を書き留めたものに規定してよいのではなかろうか」とされる。本稿では、芸談の範囲を広
げ、上記に示した意味における芸談以外に、俳優の生い立ちを中心に書いた「自伝」、日ご
ろ俳優自身が考えていることをまとめた「随筆」、俳優の子どもなどが父親のことを書いた
「評伝」も含めて芸談とした。「評伝」の中には、演劇評論家がのちの時代に書いたものも
あるが、それらは取り上げない。「日記」や「紀行文」を残す俳優もいるが、これらも一覧
には入れない。ただし、そうした文献が残されていることは文中で紹介する。

本稿の筆者は、歌舞伎俳優が残した芸談（本稿で述べる範囲の芸談）を資料として、こと
ばの変化について検討したいと考えている。しかし、芸談を一覧としてまとめた資料はほと
んどない（２０２１年７月時点）。藤田（１９７１、pp．２５１-２５２）は、芸談のリストを個人的に作り、
約７０冊あると述べているが、未見のものがあること、また、自分でリスト化したもの以外に
も重要な文献があるかもしれないという理由で、そのリストを示していない。柴田（２０１０）
も、芸談を「通覧」したとしているが、一覧という形にはしていない注３。

本稿は、本稿筆者の今後の研究の資料にするため、芸談の一覧をまとめようとしたもので
あり、芸談とは何かについて述べようとするものではない。また、「自伝」「随筆」「評伝」
も、歌舞伎俳優（本稿においては新派俳優も含まれる）がまとめたものは、何かしら演技に
関連する事柄が語られており、これらを芸談としてまとめることに大きな問題はない。藤田
（１９７１）の述べるように、本稿の筆者が芸談をリスト化するにあたって、見逃している重要
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な文献が残っているかもしれないが、これまでまとめた資料が存在しなかった分野であり、
ひとまずの形であっても一覧を示すことが、筆者の研究に限らず、今後の歌舞伎研究にも資
するものになると考える。

芸談の収集にあたって主に参照したのは、部分的にではあるがどのような芸談があるのか
を紹介している藤田（１９７１、p．２５１）、三浦（１９７５、p．２１６）、石橋（１９９９）、「本の話」編集
部（１９９９）、田辺（２００５）である。古川緑波（１９０３-１９６１）が読んだ演劇関係の本のタイトル
と内容とをまとめた『劇書ノート』（１９５３）も参考にした。そのほか、歌舞伎の芸談とは何
かについて、いくつかの芸談を取り上げてまとめた戸板（１９５６）、加賀山（１９５６）も参照し
た。明治、大正、昭和初期にどのような歌舞伎俳優が活躍したのかを知るために、伊原（１９３３）、
『演劇界』（１９８２）を参照した。

演劇雑誌には、歌舞伎俳優がその月に演じている役について述べるコーナーがあり、それ
を芸談として掲載していることがある。これらについては、今後必要に応じてリストに追加
していくが、本稿では取り上げない。いずれも短い記事であるためで、３章「雑誌掲載の芸
談」には１ページ以上の分量のある記事を示すことにした。

なお、本稿では俳優名および本のタイトル、引用文を適宜新字体に改めた。

２．芸談一覧（出版物）

本稿における芸談一覧は、芸談としてまとめられた出版物、インタビューなどの雑誌記事、
そして、俳優と演劇評論家による対談などをおさめた出版物、に分けて示す。また、出版物
は、江戸時代生まれの俳優による芸談、明治時代生まれの俳優による芸談、大正時代生まれ
の俳優による芸談に分けて、それぞれ表にする。

歌舞伎俳優は襲名・改名をするため、どの俳優のことかをはっきりさせるのに代数が必要
である。表では、代数を芸名のうしろに数字で記す。芸談には聞き書きによってまとめられ
たものが多いが、俳優本人により執筆されたものも一部ある。そこで、表に「形式」覧を設
け、「聞き書き」のものは「聞」、本人執筆の場合は「執」、評伝は「評」とした。また、新
派の俳優には名前のうしろに「新」をつけた。

２．１ 江戸時代に生まれた俳優の芸談
江戸時代生まれの俳優のうち、明治時代にも活躍し、芸談が出版されている俳優と、その

芸談を表１にまとめる。
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表 1 芸談一覧（江戸時代生まれの俳優）
俳優 生没年 書名（出版年） 形式その他

中村仲蔵・3 1809-1886 手前味噌 三代目中村仲蔵自伝
（１９４４・北光書房）

執

市川団蔵・7 1836-1911 七世市川団蔵
（１９４２・石原求竜堂）

評（息子・団蔵・
8 による）

市川団十郎・9 1838-1903 団州百話（１９０３・金港堂） 評
九世団十郎を語る
（１９５０・推古書院）

評（娘婿・市川三
升・5 による）

九代目団十郎と私
（１９６６・六芸書房）

評（娘・市川翠扇
による）

市川左団次・初 1842-1904 父左団次を語る
（１９３６・三笠書房）

評（息 子・左 団
次・2 による）

尾上松助・4 1843-1928 舞台八十年 松助芸談
（1928・大森書房）

聞

尾上菊五郎・5 1844-1903 尾上菊五郎自伝
（1903・時事新報社）

聞

守田勘弥・12 1846-1897 第十二世守田勘弥
（１９０６・守田好作）

評

坂東家橘・初 1848-1893 故坂東家橘逸事（１８９３・成美堂） 評
片岡仁左衛門・11 1858-1934 万松軒昔話（１９３６） 聞（『名優芸談』（中

央公論社）収録）
十一世仁左衛門
（１９５０・和敬書店）

評（息子・仁左衛
門・13 による）

沢村源之助・4 1859-1936 青岳夜話（１９３７） 聞（『花影流水』（中
央演劇社）収録）

花影流水（１９３７・中央演劇社） 評
市川中車・7 1860-1936 目黒談語（１９３６） 聞（『名優芸談』（中

央公論社）収録）
中車芸話（１９４３・築地書店） 聞

中村鴈治郎・初 1860-1935 鴈治郎自伝（１９３５・大阪毎日新聞） 聞
中村鴈治郎を偲ぶ
（１９３５・松竹興行）

評

中村歌右衛門・5 1866-1940 歌右衛門自伝
（１９３５・秋豊園出版部）

聞

魁玉一夕話（１９３６） 聞（『名優芸談』（中
央公論社）収録）

歌舞伎の型（１９５０・文谷書房） 聞
実川八百吾郎・初 1866-？ 実川八百吾郎芸談 舞台九十年

（1961・高知新聞社）
聞
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表１のうち、『手前味噌』は３代目仲蔵の自叙伝である（小池（１９７２）、p．２４８）。もとも
と１８８５年から１８８８年の間、『歌舞伎新報』（歌舞伎専門雑誌）に掲載された。これに歌舞伎研
究者の郡司正勝（１９１３-１９９８）が校注を加え単行本として出版されたものが表１の１９４４年発
行のものである。３代目仲蔵が活躍した幕末、明治の歌舞伎界の様子、旅興行の様子がうか
がえる。歌舞伎が近代化する以前の、歌舞伎俳優の位階などの用語が読み取れるほか、当時
の歌舞伎俳優が使っていたであろう専門用語を知ることもできる。そのなかには、現代の歌
舞伎界では使われなくなっていることばも多い（例：「初日」という意味の「大入り」など）。
なお、現代語訳として『口訳手前味噌 三代目仲蔵自伝』（１９７２・角川選集）があり、資料
として読みやすい。

７代目市川団蔵は、明治期の名優である。この７代目団蔵の評伝『七世市川団蔵』は、息
子の８代目団蔵（１８８２-１９６６）が１９４２年に発表したものであり、８代目団蔵の生い立ちも語
られている。７代目団蔵の得意とした役の型（演じ方）が記されているほか、幕末、明治の
歌舞伎界の習慣などについても記している。なお、８代目団蔵は、吉右衛門劇団の老け役で
あった。１９６６年、『鬼一法眼三略巻』の鬼一、『助六』の髭の意休の二役を最後に８４歳で歌舞
伎俳優を引退し、そのまま四国遍路に出て、入水自殺した。こうしたいきさつは、作家・網
野菊が『一期一会』（１９６７）に、戸板康二が『団蔵入水』（１９８０）にまとめている。

近代歌舞伎を確立したと言われ、「劇聖」として名高い９代目団十郎には、自伝や芸談は
ほとんど残されていない。７代目松本幸四郎など弟子たちが、その芸談の中に師匠のことば
を残していたり、逸話を伝えたりするだけである。数少ない芸談として『団州百話』がある。
この芸談は松居松翁（劇作家、１８７０-１９３３）が、９代目の生前に、近くで見たり聞いたりし
たことを、その死後にまとめたものである。「団州曰く」というような書き出しであり、団
十郎がどのような口調だったのかを知ることはできない。一方、９代目団十郎と並び称せら
れる名優である５代目菊五郎の芸談は『尾上菊五郎自伝』が残されている。この芸談は、本
人の口調がわかるような内容になっている。こうした芸談の内容の違いが、活歴と呼ばれる
史実に忠実にした歌舞伎を作り出し、歌舞伎俳優の地位向上に苦心した９代目団十郎と、世
話物を得意とし、江戸時代以来の歌舞伎俳優らしい逸話を残す５代目菊五郎の芸風の違いを
表している。

なお、９代目に関連するものは、昭和になってから娘や娘婿によって書かれた評伝がある。
９代目以降、その名跡をつぐ俳優が現れなかったが、娘婿の市川三升（さんしょう）（１８８２-
１９５６）が１０代目をつぐ意欲を示していた。三升と、その妻であり９代目の娘である市川翠扇
（１８８８-１９４４）が９代目の評伝を出したのはそうした経緯があったのだろう。結局、三升は
死後、１０代目団十郎を追贈されている。死後すぐに俳優の業績を残すために出版された評伝
も多い。例えば、坂東家橘について書いた『故坂東家橘逸事』は、坂東家橘の死の直後に、
生前の業績と、逸話をまとめたものである。１２代目守田勘弥の『第十二代守田勘弥』も死後
すぐに、大槻文彦（辞書『言海』の編者。１８４７-１９２８）の兄、大槻如電（１８４５-１９３１）によっ
て書かれた評伝である注４。
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立者（主役級の俳優）のことを書いた芸談が多い中で、『舞台八十年 松助芸談』は、脇
役の４代目尾上松助の芸談を小説家の邦枝完二（１８９２-１９５６）が聞き書きしたものである。
江戸生まれの脇役俳優の様子がよくわかる内容になっている。また、東京や大阪の中心的な
劇場で活躍した俳優によってまとめられる芸談がほとんどの中で、『実川八百吾郎芸談』は、
高知の劇界で活躍した地方の俳優の芸談をまとめたものとして珍しい。

宣伝のために作られた冊子であることから表１に示さなかったが、珍しい資料として５代
目中村歌右衛門の『芝翫』（１９０９・丸見屋商店出版部）がある。舞台用のおしろい会社が自
社の開発した新しいおしろいの宣伝のためにまとめたものである。同様の宣伝冊子に『名優
化粧談』（１９１０）もある（４章参照）。明治時代までの舞台化粧用のおしろいは、化粧ののり
をよくするために鉛入りのものを使っていた。俳優の中には化粧の鉛により鉛中毒を起こし、
手足のしびれや、胃腸炎などを起こすものもいた。５代目歌右衛門も、晩年に鉛中毒にため
に舞台上の動きに支障をきたしていたことが知られている。『芝翫』は、そうした事情を５
代目歌右衛門に聞き、まとめたものである。この冊子の内容によって、５代目歌右衛門だけ
でなく、９代目団十郎にも若い頃に鉛中毒の症状があったこと、また、多くの明治時代の歌
舞伎俳優が鉛中毒に悩まされていた様子が伝わる。こうした内容は現代にはあまり知られて
いないことである。

なお、江戸時代生まれの俳優たちが活躍した明治時代の歌舞伎界の様子は、岡本綺堂（１８７２
-１９３９）による『明治の演劇』（１９４２・大東出版社）や『綺堂劇談』（１９５６・青蛙房）にくわ
しい。『明治の演劇』は、１９６５年に青蛙房から『明治劇談 ランプの下にて』としても出版
されている。それ以前の劇界については、坪内逍遙（１８５９-１９３５）が『少年時に観た歌舞伎
の追憶』（１９２０・日本演芸合資会社出版部）にまとめている。

２．２ 明治時代に生まれた俳優の芸談
江戸時代に生まれた俳優の芸談は、その俳優の芸をなつかしみ、その業績をたたえるため

にまとめられたいわば、「死絵（しにえ）」のようなものが多かった注５。一方、明治生まれの
俳優による芸談は、死後に発表されるものよりも、生前にまとめられるものが多い。

表 2 芸談一覧（明治時代生まれの俳優）
俳優 生没年 書名（出版年） 形式その他

尾上梅幸・6 1870-1934 梅の下風（１９３０・法木書店） 聞
扇舎閑談（１９３６） 聞（『名優芸談』（中

央公論社）収録）
女形の事（１９４４・主婦之友社） 聞
尾上梅幸芸談（１９４６） 聞（『羽左衛門評

話』（冨 山 房）収
録）
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松本幸四郎・7 1870-1949 松のみと里（琴松芸談）
（1937・法木書店）

執

一世一代（1948・右文社） 執
喜多村緑郎・初
（新）

１８７１-１９６１ 芸道礼讃（１９４３・二見書房） 執
わが芸談（１９５２・和敬書店） 執

伊井蓉峰（新） 1871-1932 日本の演劇の説（1924・聚芳閣） 執
尾上大五郎・初 1874-？ 楽屋ばしご 自伝随筆芝居道五十

七年（1938・牧野五郎三郎）
執

市村羽左衛門・15 1874-1945 可江夜話（１９３６） 聞（『名優芸談』（中
央公論社）収録）

羽左衛門対談（１９４６） 聞（『羽左衛門評
話』（冨 山 房）収
録）

中村梅玉・3 1875-1948 梅玉芸談（１９４９・誠光社） 聞
実川延若・2 1877-1951 延若芸話（１９４６・誠光社） 聞
河合武雄（新） 1877-1942 女形（1937・双雅房） 執
市川左団次・2 1880-1940 左団次芸談（１９３６・南光社） 執

市川左団次覚書（1940・建設社） 評
坂東三津五郎・7 1882-1961 舞踊芸話（１９３７・建設社） 聞

三津五郎芸談（１９４９・和敬書店） 聞
三津五郎舞踊芸話
（１９５０・和敬書店）

聞

父三津五郎（1963・演劇出版社） 評（息子・三津五
郎・8 による）

尾上菊五郎・6 1885-1949 音羽屋百話（１９３６） 聞（『名優芸談』（中
央公論社）収録）

芸（1947・改造社） 聞
おどり（1948・時代社） 聞

中村吉右衛門・初 1886-1954 秀山弓譚（１９３６） 聞（『名優芸談』（中
央公論社）収録）

吉右衛門自伝（1951・啓明社） 聞
沢村宗之助・初 1886-1924 宗之助の面影（１９２５・伊藤都喜） 評
市川寿海・3 1886-1971 寿の字海老（１９６０・展望社） 聞
市川猿翁・初 1888-1963 猿翁芸談聞書（１９６３・時事通信社） 聞
花柳章太郎注6（新） 1894-1965 技道遍路（１９４３・二見書房） 執

雪下駄 芸談集（１９４７・開明社） 執
女難花火（１９５５・雲井書店） 執
役者馬鹿（１９６４・三月書房） 執

中村時蔵・3 1895-1959 三世中村時蔵（1961・演劇出版社） 評
中村秀十郎 1897-1960 秀十郎夜話（１９５８・文芸春秋新社） 評
市川左団次・3 1898-1969 市川左団次芸談きき書

（１９６９・松竹）
聞

― 167 ―
（６）



中村芝鶴・2 1900-1981 中村芝鶴随筆集
（1953・日本出版協同）

執

大文字草（１９６１・東京書房） 執
役者の世界（１９６６・木耳社） 執
続役者の世界（１９７２・木耳社） 執
歌舞伎随筆（１９７７・評論社） 執

中村翫右衛門・3 1901-1982 人生の半分 中村翫右衛門自伝
（１９５９・筑摩書房）

執

芸話 おもちゃ箱
（１９７０・朝日新聞社）

執

演技自伝（１９７３・未来社） 執
河原崎長十郎・4 1902-1981 勧進帳（1965・角川書店） 執
市川小太夫・2 1902-1976 吉原史話（１９６４・東京書房） 執

吉原史話 続
（１９６８・邦楽と舞踊社）

執

中村鴈治郎・2 1902-1983 鴈治郎の歳月（１９７２・文化出版局） 評
役者馬鹿（１９７４・日本経済新聞社） 聞

片岡仁左衛門・13 1903-1994 役者七十年（１９７６・朝日新聞社） 執
嵯峨談語（１９７６・三月書房） 執
とうざいとうざい 歌舞伎芸談西
東（１９８４・自由書館）

執

松島屋芝居ばなし 歌舞伎の型
13 代目片岡仁左衛門にきく
（1985・国立劇場）

聞

芝居譚（１９９２・河出書房新社） 聞
坂東三津五郎・8 1906-1975 聞きかじり見かじり読みかじり

（1965・三月書房）
執

戯場戯語（１９６８・中央公論社） 執
芸のこころ 心の対話
（１９６９・日本ソノ書房）

聞（安藤鶴夫との
対談）

言わでもの事（１９７０・文化出版局） 執
芸十夜（１９７２・駸々堂出版） 聞（武智鉄二との

対談）
歌舞伎 虚と実
（１９７３・玉川大学出版部）

執

歌舞伎 花と実
（１９７６・玉川大学出版部）

執

嵐芳三郎・5 1907-1977 五代目芳三郎芸話
（1981・新日本出版社）

聞

中村勘三郞・17 1909-1988 自伝やっぱり役者
（１９７６・文芸春秋）

聞

中村勘三郎楽屋ばなし
（１９８５・文芸春秋）

聞
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河原崎国太郎・5 1909-1990 河原なでしこ（自伝・女形の世界）
（1955・理論社）

執

女形芸談（1972・未来社） 執
女形百役（1975・矢来書店） 聞

上村吉弥・5 1909-1992 一方の花 五代目上村吉弥の生涯
（１９９３・遠嶋貞子）

評

市川団十郎・11 1909-1965 市川海老蔵
（１９５３・歌舞伎堂第一書店）

聞

表２には、現代までも名著として伝わる芸談が含まれている。６代目尾上梅幸による『女
形の事』『梅の下風』である。この２つの芸談は『女形の芸談』として演劇出版社から１９９８
年に再版されるなど、これまでに何回か復刻されている。このように資料性の高い芸談があ
らわれることが、明治生まれの歌舞伎俳優における芸談の特徴である。

また、２代目中村芝鶴や、８代目坂東三津五郎、新派の女形、花柳章太郎がことばについ
ての指摘や芝居の習慣の変化などを多くの著作に書き残しており、いずれも資料性が高い。

そのほか、５代目上村吉弥の聞き書きの芸談も貴重である。大分県杵築の地域歌舞伎の子
役から、主に、小劇場に出演する俳優になり、のちに大歌舞伎の俳優にもなった。単に脇役
の芸談ということではなく、地域歌舞伎、小劇場の歌舞伎、そして大歌舞伎まで経験した俳
優によるものであり、それぞれの歌舞伎の様子や風俗、歴史を知ることができる内容になっ
ている。

明治生まれの俳優の芸談の特徴として、もう一つ取り上げられるのは、大部屋俳優による
芸談が現れるということである。特に、歌舞伎界が変化した時期とも言える戦後に、明治生
まれの大部屋俳優にインタビューした芸談が増えてくる注７。前章で述べた江戸時代生まれの
俳優による芸談でも脇役のものは見られたが、名題の俳優あるいは地方で歌舞伎を演じてい
た俳優によるものだった。しかし、明治生まれの俳優の芸談には、名題下の俳優（大部屋俳
優）によるものが現れるのが新しい。

戸板康二（１９１５-１９９３）は、「口伝」を収集しておく必要があり、その理由は、明治時代の
「団十郎・菊五郎に膾炙した古老や俳優がまだ生きているから」（戸板（１９５４）、p．７）で
あると述べている。こうした意識から、人気俳優だけでなく、団十郎、菊五郎の芸を支えた
大部屋俳優の芸談が多く残されるようになった。例えば、『楽屋ばしご』は、６代目尾上菊
五郎の番頭（マネージャー）として、裏方で歌舞伎を支えた牧野五郎三郎（尾上大五郎）が
まとめたものであり、歌舞伎の演技だけでなく、裏方の様子を残した。牧野五郎三郎（尾上
大五郎）は、演劇雑誌『演劇界』にも、１９５０年代にそのインタビュー記事が掲載されている
（表４参照）。また、『秀十郎夜話』は、黒衣に徹した大部屋俳優の生涯を、演劇評論家の千
谷道雄（１９２０-２００６）がまとめたものである。そのほか、千谷道雄には、『裏方物語 舞台裏
の人々』（１９６４・早川書房）もある。大部屋俳優や、歌舞伎を支える裏方の人達にインタビュー
をし、歌舞伎の裏方の仕事の様子を現代に伝えている（表５参照）。
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芸談以外の資料であり、一覧には示さなかったものを以下にまとめる。まず、日記および
紀行文がある。日記は、『吉右衛門日記』（１９５６・演劇出版社）、『喜多村緑郎日記』（１９６２・
演劇出版社）がある。また、３代目尾上多賀之丞（１８８９-１９７８）による日記が２００６年に『人
間国宝 尾上多賀之丞の日記-ビタと呼ばれて』（青草書房）として発行されている。そのほ
か、初代中村鴈治郎のもとで脇役として活躍した２代目市川箱登羅（１８６７-１９４４）による日
記もある。これは本としては出版されていないが、雑誌『舞台展望』（舞台展望社）におい
て１９５１年に、『歌舞伎 研究と批評』（歌舞伎学会）において１９８９年から現在までシリーズで
掲載されている。

歌舞伎俳優の洋行の様子をまとめた紀行文が３冊発行されている。２代目市川左団次がソ
ビエトで行った歌舞伎興行の様子をまとめた『市川左団次歌舞伎紀行』（１９２９・平凡社）と、
ソビエト公演後に、イタリアで公演した様子をまとめた『市川左団次伊太利紀行』（１９２９・
松竹）、また、１５代目市村羽左衛門の洋行の様子を聞き書きした『欧米歌舞伎紀行』（１９２９・
平凡社）である。『市川左団次歌舞伎紀行』はソビエト公演に参加した俳優のことばと、ソ
ビエトでの新聞の劇評が掲載されている。２代目市川松蔦（１８８６-１９４０）のことばが掲載さ
れているのが貴重である。『伊太利紀行』は、左団次による紀行文のほか、イタリアでの劇
評などを読むことができる。半分は日本語で、もう半分はイタリア語で書かれている。『欧
米歌舞伎紀行』は、本人のことばをほとんど拾えないが当時の洋行の様子がわかる。こうし
た歌舞伎俳優の紀行文は、いずれも１９２９年に出版されている。

そのほか、実際に接した俳優についてそのエピソードとともに記した随筆として、『勘三
郞の天気』（１９８８）、『海老蔵そして団十郎』（２００４）がある。いずれもエッセイストが書いた
俳優伝である。本人のことばそのものよりもエピソードが語られているもののため、一覧に
は入れなかった。前者は山川静夫（１９３３-）による１７代目中村勘三郞について書いたもので
ある。後者は、関容子（１９３５-）による１１代目市川団十郎から、１２代目団十郎（１９４６-２０１３）、
１１代目海老蔵（１９７７-）についてまとめたものである。また、俳優の関係者が出版した本と
して『吉原夜話』（１９６４・青蛙房）がある。初代市川猿翁、８代目市川中車（１８９６-１９７１）、
市川小太夫の母親であり、２代目市川段四郎（１８５５-１９２２、初代市川猿之助）の妻である吉
原妓楼の女主人・喜熨斗古登子が、幕末から明治にかけての吉原の様子について口述したも
のである。当時の劇界の様子にも触れており、巻末には市川中車、市川小太夫が母について
語る随筆が掲載されている。

そのほか、明治時代に活躍した俳優の様子がわかるものとして『芸界通信 無線電話』（１９７５
復刻・青蛙房・初版は『演芸逸史無線電話』（１９１８））がある。歌舞伎座や市村座などの歌舞
伎劇場を経営した田村成義（１８５１-１９２０）によって雑誌『歌舞伎』などに発表されたもので
ある。すでに亡くなった明治時代の名優や芝居関係者が、冥界から電話で連絡をしてくると
いう趣向でまとめられている。俳優たちの特徴をとらえた描き方になっており、俳優の口調
や明治の劇界の様子がよくわかるおもしろい資料である。
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２．３ 大正時代に生まれた俳優の芸談
芸談は江戸生まれ、明治生まれの俳優のことばをまとめたものが多く、大正生まれの俳優

による芸談は多くない。

表 3 芸談一覧（大正時代生まれの俳優）
俳優 生没年 書名（出版年） 形式その他

尾上松緑・2 1913-1989 踊りの心（１９７１・毎日新聞社） 聞

役者の子は役者
（１９７６・日本経済新聞社）

聞

松緑芸話（１９８９・講談社） 聞

中村又五郎・2 1914-2009 芝居万華鏡 めぐる舞台のうらお
もて（１９８２・中央公論社）

聞（山田五十鈴と
の対談）

聞き書き 中村又五郎歌舞伎ばな
し（１９９５・講談社）

聞

芝居 日本の伝統を伝えることわ
ざ ことばの民俗学 4
（1990・創拓社）

聞

尾上梅幸・7 1915-1995 梅と菊（1979・日本経済新聞社） 聞

拍手は幕が下りてから
（１９８９・ＮＴＴ出版） 聞

市村羽左衛門・17 1916-2001 十七代市村羽左衛門聞書（歌舞伎
の小道具と演技）
（１９８３・ＮＨＫ出版）

聞

中村歌右衛門・6 1917-2001 歌右衛門の疎開（１９８０・文芸春秋） 聞・評

歌右衛門の六十年
（１９８６・岩波書店） 聞・評

河原崎権十郎・3 1918-1998 紫扇まくあいばなし
（１９８７・演劇出版社）

聞

中村小山三・2 1920-2015 小山三ひとり語り
（２０１３・演劇出版社）

聞

中村雀右衛門・4 1920-2012 女形無限（１９９８・白水社） 聞

私事 死んだつもりで生きている
（２００５・岩波書店）

聞

表１、表２、表３を合わせて見るとわかるとおり、１９３０年代から１９５０年ごろまでに、江戸
時代生まれ、明治生まれの俳優による芸談が多く出版されている。戦争によって世の中が変
化する中で、歌舞伎の伝統を残そうとする意識が働いたためである。また、歌舞伎俳優が世
代交代し、江戸生まれや明治生まれの俳優たちのことばを聞いて残しておかなければならな
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いという意識もあったのだろう。このことは前節で示した戸板（１９５４、p．７）のほか、下
記に引用する加賀山（１９５６、pp．１６１-162）によってもわかる。加賀山直三（演劇評論家、
１９０９-１９７８）は、６代目菊五郎や初代吉右衛門による芸談と、１９５０年代に活躍していた歌舞
伎俳優の芸談との違いについて、次のように述べている。

菊五郎、吉右衛門までは、芸談は、彼らが呼吸している場の日常茶飯と同じ立場のもの
であつた。歌舞伎が古典でなかつたからである。彼らは、芸談によつてその職業の知識
を加え、その生活全体の哲学だとか人生論だとか、モラルだとかを認識した。「芸談」
は「芸人道」の護符であつた。
ところが、今日の俳優たちにとつて、「芸談」は彼らの全生活からは部分的に離れたも
のであり、職業の知識、職業の体験談であるに過ぎない。前代から譲られた芸談は、古
典に入るための基準であり、自分の語る芸談は、古典を演じる自己を確認することであ
る。

芸談の性質が変化したことも、芸談が多く出版された理由としてあげられる。藤田（１９７１、
p．２５３）は、江戸時代以来の芸談にあった秘伝的性格が消え、昭和期に入って、俳優が自分
の芸について積極的に語り始めたと述べている。

時代はさかのぼるが、それまで芸談は秘伝であるという意識があったことがわかることば
が中村（１９５３、p．４０））に残されている。引用にある「小父さん」とは６代目尾上梅幸のこ
とである。

秘伝にわたることはなかなか簡単に教えるなどと承知して貰えないものだつたからだ。
しかし小父さんの気持は私たちの予想する他の大先輩の気持のようなものとはちがつて
いた。
「お家芸だとか秘伝だとかいつて門外不出にするのは料簡の狭い話で、いくらか秘伝を
話したところがそう簡単にできるものでないから差支えない。誰でも聞いただけででき
るくらいなら、ほんとうの秘伝芸術にはならない。」

こうしたことで芸談が再評価され、１９７８年には芸談全集として『日本の芸談』（九芸出版）
がまとめられている。この全集には明治生まれの俳優が残した芸談が中心に掲載された注８。
１９６６年に歌舞伎や文楽を上演する専門劇場として国立劇場が開館した。国立劇場は芝居を上
演するだけでなく、資料収集も行っており、例えば、１３代目仁左衛門の芸談を『国立劇場
歌舞伎の型』『対談集 歌舞伎の型』にまとめ、出版している。

一方で、前に述べたとおり大正生まれの俳優の芸談は多くない。昭和を代表する俳優であ
る６代目中村歌右衛門は、戦後の芸談集や、平成以降の芸談集に、そのことばが残されてい
るほかは、エッセイストの山川静夫氏との対談による芸談が残るだけである。

その芸が映像として残る時代になったことと、本にまとめなくとも、雑誌などのインタ
ビューや座談会によって、俳優たちのことばを手軽に残せるようになったことなどが影響し
ていると考えられる。２代目中村又五郎・佐貫（１９９０、p．８）にはビデオテープによって
歌舞伎が録画されるようになり、そうした映像が、稽古に参照できるようになったと述べて
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いる。つまり、芸談の役割のひとつである、先人の芸を残すことが、映像にとってかわられ
たということである。

昭和三十年代のはじめに録音テープがお目見得し、先輩たちのセリフ回しを手軽く録音、
参照することが出来て、世の中にこんな便利なものが出来たなんてと喜んだものです。
（中略）ビデオは舞台を画面に再現してくれるのですから、これは大助かりです。登場
人物の居所、出入り、動き、道具の置き場所など録音テープの時代には及びもつかなかっ
たことを確かめることも出来ますし、役者にとっては嬉しい贈り物といえます。

大正生まれの俳優の芸談は、歌舞伎の入門書の役割を担うものが出てくるのが特徴的で
ある。それ以前は、歌舞伎ファンがひいきの俳優について知るためのものでもあった芸談
が、歌舞伎を知らない人に歌舞伎の魅力を伝える役割を担うようになっている。例えば、
中村又五郎による芸談は、いずれも入門書として語られたものである。

出版物の一部に掲載されている記事のため、この一覧に示していないものとして、６代目
歌右衛門と２代目鴈治郎のインタビューが『活字にならなかった話 速記五十年』（１９８０・
筑摩書房）に掲載されている。速記をもとにしており、俳優のことばが生き生きと残されて
いる。また、今回の対象範囲外ではあるが、作家・池波正太郎（１９２３-１９９０）が好きな俳優
として中村又五郎を取り上げ、自身で評伝を書いている。『又五郎の春秋』（１９７７・中央公論
社）である。専門的なことばを使わず、又五郎のまじめな芸風を伝える、読みやすい随筆で
ある。

３．雑誌掲載の芸談

雑誌掲載の芸談を表４にまとめる。雑誌には、座談会などの形で俳優の話を聞く記事も多
くあるが、本稿では、「芸談」「自伝」と名付けられているもののうちで１ページ以上の記事
を取り上げた。現在は歌舞伎専門雑誌として『演劇界』（１９４３～）があるだけだが、明治時
代以降に多くの演劇専門誌が発行されている。藤田（１９７１、p．２４７）によれば、三木竹二、
伊原青々園によって刊行された『歌舞伎』（１９００-１９１５）は、歌舞伎の型を記録するために芸
談が多く収集されたという。そのほか、明治時代に発行された演劇専門雑誌には『演芸画報』
（１９０７-１９４３）がある。戦後には、『幕間』（１９４６-１９６１）が発行された。

こうした演劇専門雑誌に掲載された芸談は多くあるうえに、『中央公論』などの雑誌にも
芸談が掲載されることがあった。雑誌掲載の芸談は表４に示すものがすべてではない。

表 4 芸談一覧（雑誌掲載）
時代 俳優 生没年 記事名（年） 出典
江 市川団蔵・7 1836-1911 市川団蔵自伝（続） 歌舞伎

（1910 年 2 月号）
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江 片岡仁左衛門・11 1858-1934 片岡仁左衛門芸談
―父を語る―

話
（1933 年 10 月号）

江 市川中車・7 1860-1936 中車芸談 早稲田文学
（1952 年 7 月）

江 市川門之助・6 1862-1914 市川門之助自伝 歌舞伎
（1910 年 7 月号）

明 尾上大五郎
（牧野五郎三郎）

1874-？ 中島座時代を語る 演劇界
（1946 年 8 月号）

牧野老人秋夜話上中下 演劇界（１９５１年１０
月号～１２月号）

明 坂東三津五郎・7 1882-1961 三津五郎芸談 読書春秋
（１９５１年２月）

明 尾上菊五郎・6 1885-1949 巨匠芸談 中央公論
（1949 年 7 月号）

明 尾上音三郎 1885-？ 大部屋言 尾上音三郎に訊
く

演劇界
（1962 年 7 月号）

明 中村吉右衛門・初 1886-1954 芸談 世界春秋
（1950 年 1 月号）

明 市川寿海・3 1886-1971 寿海自伝 演劇界（1957 年 1
月号～12 月号）

明 尾上多賀之丞・3 1889-1978 尾上多賀之丞聞書上中下 演劇界（1975 年 9
月号～１１月号）

明 市川猿翁・初 1888-1963 芸談 中央公論（1956 年
8 月特大号）

猿之助芸談 日本文化財
（1956 年 3 月号）

猿之助自伝 テアトロ（1962 年
6 月号～10 月号）

明 中村時蔵・3 1895-1959 時蔵自伝 演劇界（1958 年 6
月号、9 月号）

明 利根川金十郎・初 1897-1985 明治人間シリーズ 3 演劇界
（1975 年 3 月号）

明 市川左団次・3 1898-1969 三世左団次自伝 演劇界
（1962 年 2 月号～
1963 年 4 月号）

市川左団次芸談 月刊文化財
（1966 年 6 月号）

明 尾上新七・5 1898-1980 明治人間シリーズ 5 演劇界
（1975 年 5 月号）

明 坂東秀調・4 1901-1985 四代目坂東秀調聞書 演劇界
（1978 年 10 月号）

明 尾上多賀蔵・3 1901-1991 明治人間シリーズ 6 演劇界
（1975 年 7 月号）
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明 市川寿美蔵・7 1902-1985 明治人間シリーズ 4 演劇界
（1975 年 4 月号）

明 中村鴈治郎・2 1902-1983 中村鴈治郎芸談 月刊文化財
（1974 年 3 月号）

明 片岡仁左衛門・13 1903-1994 片岡仁左衛門芸談 月刊文化財
（1975 年 9 月号）

明 市川福之助・3 1904-1990 明治人間シリーズ 7 演劇界（1975 年 8
月号）

明 中村駒七 1905-1982 大部屋言 中村駒七に訊く 演劇界
（１９６２年８月号）

明 市川八百蔵・9 1906-1987 明治人間シリーズ１ 演劇界
（１９７５年１月号）

明 中村松若・初 1906-1979 明治人間シリーズ 10 演劇界
（１９７６年１月号）

明 沢村源之助・5 1907-1982 明治人間シリーズ 2 演劇界
（１９７５年２月号）

明 中村梅花・3 1907-1992 明治人間シリーズ 9 演劇界
（１９７５年１２月号）

明 坂東弥五郎・2 1909-1999 明治人間シリーズ 8 演劇界
（１９７５年９月号）

明 坂東八重之助 1909-1987 大部屋言 坂東八重之助に
訊く

演劇界
（１９６２年１２月号）

明 坂東調四郎 1910-1997 大部屋言 坂東調四郎に訊
く

演劇界
（1962 年 5 月号）

明？ 中村成助 不明 大部屋言 中村成助に訊く 演劇界
（1962 年 11 月号）

大 尾上梅祐・2 1913-1988 大部屋言 尾上梅祐に訊く 演劇界
（1962 年 10 月号）

大 沢村可川 1913-1997 （聞き書き）沢村可川 歌舞伎 研究と批
評（11）1993

大？ 中村福緑 不明 大部屋言 中村福緑に訊く 演劇界
（1962 年 6 月号）

さて、表４の雑誌掲載の芸談一覧を見ると、『演劇界』には、１９５０年代から明治生まれの
歌舞伎俳優の生い立ちや、劇界の変化、あるいは芸について語った内容が掲載されている。
歌舞伎の型など演技に関連する事柄に限らず、明治期以降の歌舞伎界の様子を史料として残
しておこうという考えによってまとめられたものである。ベテラン脇役俳優（名題、名題下
を含む）にスポットをあて、「大部屋言」は、歌舞伎研究家・松井敏明（松井俊諭）が、「明
治人間シリーズ」は演劇評論家の津田類が俳優の話を聞き、まとめている。前章でも述べた
が、歌舞伎の演技は放送の映像、あるいは劇場による記録映像として残されるようになった。
その一方で、放送などには映らない楽屋内の様子などは聞き取りでしか残らないということ
を考えてのことである。
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このほか、大部屋俳優の生活について語り合う座談会が『演劇界』１９５７年１１月号に掲載さ
れている。「協同研究・大部屋の俳優生活」というタイトルで、尾上音平（?-１９６０）、３代目
坂東薪蔵（１８９８-１９７３）、坂東八重之助（１９０９-１９８７）と演劇評論家の郡司正勝、利倉幸一と
の座談会である。坂東八重之助は、菊五郎劇団のタテ師として知られ、歌舞伎研究家の郡司
正勝とともに『歌舞伎のタテ』（１９８４・講談社）も残している。

歌舞伎俳優ではないが、歌舞伎を支える小道具方や大道具方の座談会も『演劇界』（１９５５
年２月号）に掲載されている。

４．そのほか

ここまで、俳優の生まれた時代別に出版されている芸談にはどのようなものがあるかをま
とめた。最後に、芸談の一覧には示しにくい芸談集、対談集、談話集をまとめる（表５）。

表 5 芸談一覧(対談など）
作品名 作者 内容

談叢第 1 編
（1901-1902・鳴皐書院）

鹿島桜港（淑男） 片岡市蔵・3（1851-1906）、市川小団次・
5（1850-1922）、沢村源之助・4、沢村宗
十郎・7（1875-1949）、沢村宗之助・初
の芸談が掲載されている。

演芸名家の面影
（1910・宇宙堂）

川尻清潭 芸談集。歌舞伎俳優は、尾上梅幸・6、
片岡仁左衛門・11、中村鴈治郎・初、市
川団蔵・7、沢村宗十郎・7、市川八百蔵・
7（中車・7）、市川高麗蔵・8（幸四郎・
7）、市川猿之助・初（段四郎・2）、市川
左団次・2、尾上菊五郎・6、中村吉右衛
門・初、中村芝翫・5（歌右衛門・5）。
新派は、伊井蓉峰、河合武雄、川上音二
郎（1864-1911）、村田正雄（1871-1925）、
喜多村禄郎など。

自ら語る現代名優身の上話
（1928・博文堂）

久佐太郎 歌舞伎俳優のほか、新派や新劇の俳優に
よる芸談。歌舞伎俳優は、尾上梅幸・6、
市川左団次・2、守田勘弥・13（1885-
1932）、市川猿之助・2（猿翁・初）、沢
村宗之助・初、市川松蔦・2 について掲
載されている。

芸談百話（1940・博文館） 黒崎貞治郎 歌舞伎俳優は、中村吉右衛門・初、尾上
菊五郎・6、市川左団次・2、中村歌右衛
門・5、市村羽左衛門・15、片岡仁左衛
門・12（1882-1946）、片岡仁左衛門・13
の芸談が掲載されている。
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俳優対談記
（１９４２・東宝書店）

三宅周太郎 歌舞伎俳優は、羽左衛門・15、河原崎長
十郎・4、河原崎国太郎・5、中村芝翫・
6（歌右衛門・6）、尾上菊之助・3（梅幸・
7）、猿之助・2（猿翁・初）、中村吉右衛
門・初、尾上菊五郎・6 との対談。その
ほか新派の俳優との対談も収録している。
松竹社長の大谷竹次郎との対談も収録さ
れている。

芸能対談（1950・創元社） 三宅周太郎 松本幸四郎・7、嵐雛助・10（1913-1986）、
坂東三津五郎・7、尾上松緑・2、実川延
若・2、阪東寿三郎・3（1886-1954）、市
川海老蔵・9（団十郎・11）、大谷友右衛
門・7（雀右衛門・４）、片岡我当・4（仁
左衛門・13）、中村時蔵・3、尾上菊五郎・
6 との対談と、新派俳優や文楽太夫や三
味線弾きとの対談も収録している。

芸談（1951・東和社） 東京新聞社文化部
編

東京新聞に掲載された芸談を集めたもの。
戸板康二、北条秀司、柳栄二郎、高橋義
孝などの演劇評論家と俳優などとの対談
形式で、芸談をまとめたもの。歌舞伎俳
優は、中村吉右衛門・初、市川猿翁・初
などのほか、中村吉之丞（1886-1958）、
市川照蔵（1886-1955）など脇役の俳優
の芸談を収録している。

名優と若手（1953・創元社）三宅周太郎 三宅周太郎による戦前の名優についての
評論とともに、戦前からの名優あるいは、
戦後のスター（若手）との対談集。歌舞
伎俳優との対談は、中村吉右衛門・初、
中村歌右衛門・6、中村鴈治郎・2、市村
羽左衛門・16（1904-1952）、松本幸四郎・
8（初代白鸚、1910-1982）、中村勘三郎・
17。

芸に生きる芸談集（１９５６・
実業之日本社）

東京新聞社文化部
編

東京新聞に掲載されていた芸談を集めた
もの。邦楽演奏者、舞踊家、歌舞伎俳優
の芸談集。歌舞伎俳優では、市川左団次・
3、中村時蔵・3、市川寿海・3 の芸談が
掲載されている。

歌舞伎の星（1958・布井書
房）

三宅周太郎 三宅周太郎による劇評とともに、団十
郎・11、中車・8、歌右衛門・6 との対
談が掲載されている。

八人の歌舞伎役者（１９５９・
青蛙房）

加賀山直三 戦後の劇界を担う若手である、尾上松
緑・2、中村鴈治郎・2、尾上梅幸・7、
市川団十郎・11、片岡仁左衛門・13、中
村勘三郎・17、松本幸四郎・8（白鸚・
初）、中村歌右衛門・6 が収録されてい
る。
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裏方物語（舞台裏の人々）
（1964・早川書房）

千谷道雄 劇場の裏方として働く人へのインタ
ビュー集である。馬の足を演じる脇役俳
優、市川左喜松や中村杵蔵。そのほか松
本高蔵など、歌舞伎の歴史では残らない
ような大部屋俳優の談話を読むことがで
きる。

伝統と現代 第十一巻 現
代の芸談（1970・学芸書林）

波木井皓三 江戸、明治にまとめられた芸談の内容に
ついて、当代の歌舞伎俳優と対談するも
の。中村歌右衛門・6、中村翫右衛門・3、
尾上多賀之丞・3 が対談し、中村芝鶴・
2 の随筆も掲載されている。

現代の歌舞伎芸談（1990・
演劇出版社）

藤野義雄 中村歌右衛門・6、中村鴈治郎・2、松本
白鸚・初（幸四郎・8）、中村勘三郎・17、
片岡仁左衛門・13、尾上梅幸・7、尾上
松緑・2、実川延若・3、河原崎国太郎・
5、中村雀右衛門・4、市川羽左衛門・17
の芸談が収録されている。

演劇評論家の川尻清潭（１８７６-１９５４）によってまとめられた芸談集『演芸名家の面影』（1910）
は、今回、調べた芸談の中では古い時期にまとめられた貴重な資料である。ここに掲載され
ている俳優のうち、初代市川猿之助は、２代目市川段四郎のことであり、この俳優のことば
を残した芸談は、今回調べた中では、『演芸名家の面影』以外には見当たらない。『談叢』（1901
-１９02）には、３代目片岡市蔵や、５代目市川小団次など、なかなか芸談が残されていない
俳優のことばがのっている。

『自ら語る現代名優身の上話』（１９２８）には、ほかに芸談が残されていない１３代目守田勘
弥のことばを見ることができる。

『芸談百話』（１９４０）には、１２代目片岡仁左衛門の芸談が収録されているのが珍しい。片
岡仁左衛門は、１３代目仁左衛門の著作が多く、その１３代目が父親の１１代目片岡仁左衛門の芸
談を残している。しかし、上方の歌舞伎界から、１５代目羽左衛門の女房役として東京劇壇に
迎えられ、戦後に非業の最期をとげた１２代目の芸談はほとんど残されていない注９。

演劇評論家の三宅周太郎（１８９２-１９６７）による『俳優対談記』（１９４２）、『芸能対談』（１９５１）、
『名優と若手』（１９５３）は対談形式でまとめられており、俳優たちの口調が伝わる。これら
の対談集の中で、『名優と若手』にある１６代目市村羽左衛門の芸談は、ほかには残されてい
ない。１５代目羽左衛門の息子であり、この対談の中でも父、１５代目のことを語っている。ま
た、『俳優対談記』は、戸板（１９４２）において、俳優のことばがよく伝わるものとして貴重
な記録であると述べられている（p．２８９）。

『八人の歌舞伎役者』（１９５９）は、戦後の歌舞伎界を支える花形俳優である８人の芸談を
掲載している。中では、１１代目市川団十郎の芸談が珍しい。海老蔵時代に芸談を出している
が（表２参照）、それ以降はまとまった芸談はなく、雑誌にインタビューや座談会の記事が
あるだけである。
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『現代の歌舞伎芸談』（１９９０）は、昭和生まれの花形俳優と、明治、大正生まれのベテラ
ン俳優との芸談をまとめている。ほかに芸談、芸談集を残していない３代目実川延若（１９２１
-１９９１）の芸談が掲載されている。

前章で述べた雑誌における芸談の掲載と同様で、歌舞伎の演技に限らず、歌舞伎文化を後
世に残すためにまとめられたのが、『裏方物語 舞台裏の人々』（1964）である。劇場の裏方
として働く人々の様子を伝えている。この時代にはまだ、明治、大正の歌舞伎界を知ってい
る人が多く残っており、その談話の中から、古い時代の劇界の様子がうかがえる。俳優の談
話は多くはないが、中村杵蔵という馬の足を演じていた大部屋俳優の生涯について語り、の
ちの時代には伝わりにくい劇界の暗部を描いている。

宣伝用の冊子であるため表には掲載しなかったが、『名優化粧談』（１９１０・丸見屋商店出版
部）には、７代目沢村宗十郎の舞台化粧についての談話がのっている。この７代目宗十郎は、
名和事師として知られるが、まとまった芸談はほとんど残されていない。戸板（１９５２）も「宗
十郎には芸談がなかった。」（p．１３９）と述べている。本稿の筆者が７代目宗十郎の芸談とし
て確認できたのは、『談叢』『演芸名家の面影』と、この『名優化粧談』に掲載のものだけで、
宗十郎のことばを知ることができる数少ない資料である。ただし、これも戸板（１９５２）が「竹
二・青々園の「歌舞伎」にはときに、宗十郎の芸談がのつてゐるが、これは口述筆記でなく、
勝手に編集者が拵へたものではないかと思ふ。」（p．１３９）と述べており、実際に宗十郎のこ
とばなのかはわからない。慎重に取り扱うべきだろう注１０。

そのほか、歌舞伎研究家や新聞の演劇記者が見聞きした、明治時代の名優の芸風や芸談を
まとめたものも出版されている。新聞記者の平山蘆江（１８８２-１９５３）は、取材において聞い
た歌舞伎の芸の工夫を『日本の芸談』（１９４２・法木書店）として発行している。「序」に、新
聞記者として見聞きした芸談や芸の工夫を書き残さなければ、それらが消えてしまうという
危機感からこの本をまとめたと記している。遠藤為春（１８８１-１９６９）が見た歌舞伎俳優につ
いて語った内容を戸板康二がまとめた「私の見た名優」は、１９５７年に『演劇界』において連
載されている。芸談のあまり残っていない５代目市川新蔵（１８６１-１８９７）、市川権十郎（１８４８
-１９０４）について語られており、明治時代の名優の演技を知るための貴重な資料である。な
お、この内容は『歌舞伎座を彩った名優たち』（２０１０・雄山閣）として発行されている。『役
者芸風記』（１９３５・三島霜川）、『芸壇三百人評』（１９０７・森暁紅）、『歌舞伎名優伝』（１９５６・
河竹繁俊）など演劇評論家による俳優評をまとめたものもある。また、初代吉右衛門、６代
目菊五郎が亡くなった直後には多くの評伝がまとめられている。戸板康二は、『演劇人の横
顔』（１９５５）、『素顔の演劇人』（１９５６）において、自身が実際に会い、話を聞いたことがある
歌舞伎俳優など演劇関係者についての逸話やそのことばをまとめている。

５．まとめ

本稿では、幕末、明治、大正生まれの歌舞伎俳優が残した芸談を近現代歌舞伎におけるこ
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とばの変化を知る資料とすることを目的に一覧した。『演劇界』（１９８２）に名前が掲載されて
おり、明治時代の名優として知られているものの、芸談が見当たらない人も多い。例えば、
４代目中村芝翫（１８３１-１８９９）、３代目沢村田之助（１８４５-１８７８）、３代目中村歌六（１８４９-１９１９）、
５代目市川新蔵、３代目中村雀右衛門（１８７５-１９２７）、中村魁車（１９７５-１９４５）、４代目中村富
十郎（１９０８-１９６０）、など、名優として後世まで知られている俳優の芸談は見当たらない。こ
うした俳優の空白部分を埋められるように、歌舞伎専門雑誌掲載の芸談を中心に引き続き調
査を進めたい。

注１ 「新派」は、「新派劇」のことで「明治時代中期に、歌舞伎に対抗しておこった、現代世相

を中心とする写実的な劇」（『新選国語辞典第９版』）である。現代は「劇団新派」がその流れを

くんでいる。歌舞伎とは異なる演劇を目指したものだが、初期は、歌舞伎と同様で、女性役は女

形が演じていた。幕末、明治、大正の演劇の様子を書き残している芸談を一覧するという本稿の

目的から考えて、新派俳優の芸談も掲載することにした。

注２ 江戸時代に書かれた芸談には次のようなものがある。『役者論語』は元禄時代にまとめられ

たとも言われ、坂田藤十郎（１６４７-１７０９）、芳沢あやめ（１６７３-１７２９）などによる芸談が収録され

ている。中でも、『あやめぐさ』は女形の心得を記した芸談として名高い。そのほか、『古今役者

論語魁』は、２代目市川団十郎（１６８８-１７５８）、初代沢村宗十郎（１６８５-１７５６）などの芸談が掲載

されている。また、２代目市川団十郎には『市川栢莚舎事録』『老のたのしみ』、初代中村仲蔵（１７３６

-１７９０）には『月雪花寝物語』もある。このように江戸時代に書かれた芸談がないわけではない

が、数は多くなく、藤田（１９７１）は、『役者論語』以降、「明治維新後の芸談再登場まで約一三○

年間の空白がある」（p．２４４）と述べている。

注３ 柴田（２０１０）は、芸談から、歌舞伎の演技とはどういうものなのかを読み解こうとするもの

である。なお、次のような誤字があるため、ここに記しておく。p．６７にある『十六代市川羽左

衛門聞書』は『十七代市村羽左衛門聞書』の誤りである。また、同ページの注釈にある「三代名

作」は「三大名作」の誤りである。

注４ 俳優のことばが収録されていないため、一覧には入れなかったが、劇作家・木村錦花（１８７７

-１９６０）によってまとめられた評伝『守田勘弥』（１９４３）もある。

注５ 「死絵」は、浮世絵の一種である。「人気役者または高名な文人・画家などが死んだとき、

その似顔絵に、没年月日・法号・辞世などを記して追善のために版行したもの」（『大辞林第４版』）。

注６ 花柳章太郎は、多くの随筆を残している。本稿では、芸談に近い内容のものを取り上げたが、

表中にあるもの以外に、『水中花』（１９３２・はなやぎ会）、『紅皿かけ皿』（１９３６・双雅房）、『菜種

河豚』（１９４０・演劇新派社）、『きもの』（１９４１・二見書房）、『きもの簪』（１９４９・和敬書房）、『か

ぐや餅』（１９５６・美和書院）、『舞台の衣装』（１９６５・求竜堂）、『わたしのたんす』（１９７８・三月書

房）、『狐のかんざし』（２００８・三月書房（復刻））がある。

注７ 主役を演じる名題俳優（立者・江戸時代に名前が看板に出るような俳優のこと）ではなく、

脇役や師匠の世話をする俳優たちのことを名題下あるいは「三階」「大部屋俳優」と言う。楽屋
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が個室ではないことから、大部屋俳優と言ったり、その大部屋が楽屋の３階にあったことから「三

階」と言ったりする。

注８ 『日本の芸談』（九芸出版）は、歌舞伎の芸談のほか、能、狂言、文楽、舞踊、邦楽、新派、

新国劇、新劇、映画、雑芸、寄席芸、それぞれの芸談が収録されている８巻の全集である。

注９ １２代目仁左衛門は１９４６年３月に、自分の下で使っていた見習いの狂言作者の若者によって殺

された。事件の事情は戸板（１９４６）にまとめられている。

注１０ 「竹二」とは、森鷗外の弟であり、劇評家として知られる三木竹二（１８６７-１９０８）のことで

ある。「青々園」は、伊原青々園（１８７０-１９４１）のことで、『明治演劇史』（１９３３）、『団菊以降』（１９３７）

など、明治以降の演劇の歴史をまとめた演劇評論家である。この２人は、１９００年に歌舞伎雑誌『歌

舞伎』を創刊した。
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